５　事件・訴訟

天明七年石脇村三太郎変死一件につき達し書


一天明七年末六月廿四日之夕、河村郡石脇村三太郎と申者、気多郡芦崎村土橋より落水死仕候節、在方御役人罷出、石脇村役人并同村親類、芦崎村え呼出し遂御吟味口書を以御達申上候。
一天明七年未六月廿四日之夕、河村郡石脇村三太郎と申者、気多郡芦崎村ニて水死致し、翌廿五日、御郡役人出浮取調候所、石脇村親類も参り、三太郎相違無之旨芦崎村人別夫々口書を以申達し、翌廿六日、在方御役人罷越、石脇村役人并同村親類召連罷出候様、河村郡大庄屋・宗旨庄屋え申遣候処、早速罷越し双方遂御吟味候所子細無之、尤出立前子細無之候は、願之通死骸相渡候様、御聞届相済居申候ニ付、其段申渡、夫々口書取罷帰り候後、河村郡役人共も直ニ石脇村え罷帰、同廿九日倉吉検者下奉行徳右衞門と申もの、御郡役人立会取調候旨申達、承り置候。
（『鳥取県史』諸事控）　

　

弘化三年　泊村質蔵焼失一件につき申渡書
弘化三年三月一五日
一河村郡泊村重左衛門と申者土蔵、去月二六日焼失致し候処、質ニ取置候品々焼失又は半焼ニ相成候分有之質主共彼是欠渡候趣相聞候ニ付、八ヶ年以前天保一〇亥年三月久米郡松神村惣左衛門居宅焼失致し候節之振合を以、左之趣申渡候様、大庄屋戸崎久右衞門え御目付より申遣ス。

　一焼失致し候分互ニ可為損事。

　一焼疵有之分夫々当人え見セ、疵之多少ニ寄相対申談元銀或は半銀三歩一等之割を以差返し可申事。

（『鳥取県史』諸事控）　

　年不明　中庄屋尾崎恵助宛　大庄屋尾崎清右衞門書状
（宇谷村直右衞門忰庄助行衞不知の旨。）
　（端裏書）

　「尾崎恵助様　　　　　尾崎清右衞門」

　　急御法御免可被遣候。然は、先達て取次御差出し被成候宇谷村直右衞門忰庄助、行衞不知御達書御聞届相成候間、左様御承知、其段御申渡し可被成候。

　　右、申上度迄。急早々。以上。　

　　　　　　　　　　七月廿一日

（『谷田収集文書』）　　

　明和六年宇谷村灘にて破舩一件につき達し書
（大阪明石屋作次郎舩が、丹後朝日浦にて年貢米を積込み航行中、高浪にて宇谷灘で破船した。その
　時の達し書。）

　明和六年八月七日

　明和六年五月一八日、河村郡宇谷村灘ニて、御城米朱丸船破船之儀、去月廿一日、別紙通之達松平右近将
　監殿え御届相済候由、且又右之儀、先達て申越候趣を以御届被成遣候所、名前、石数、破船之場所相違ニ
　　付、此度之御届甚六ヶ敷有之候得共、漸相済候由此以後右等之儀有之節は、破船致候事迠申越、追て取調
　へ相済候上可申趣由、御役人共も此旨相心得居申様申聞置可然は勿論、大阪表えも右同様之取計申付置
　可然。

（朱書）
「此儀御役人へ申聞置」

先達て御届ヶ申上候丹後国今井平三郎御代官所朝日浦ニて御年貢米五百五拾石八斗、俵数ニシテ、千三百
七拾七俵積請候由、大阪明石屋作次郎船、沖船頭甚右衞門上乗弐拾壱人乗、御城米朱丸船四月一八日彼
地出帆仕候所、風西高浪ニ付同日夜四時半、私領内、伯耆国河村郡宇谷村灘ニて破船仕候。右乗組之者筏ニ
て拾人同郡泊村灘ニ上り申候。壱人は筏ニ乗後海死仕終、死骸上り不申候。
右御米翌一九日上り掛させ候処、濡御米四百四拾九俵并明俵五拾八俵掛ヶ上ヶ申候由、番人固申付置候。
然右為吟味破船灘之今井平三郎手代岡村右助罷越、此方役人共立会差図通及手配遂吟味候上、濡御米入札
を以、御払下相成申候。右濡御米之内四拾四俵三斗六升十分一其所え被下置候。右相違之儀も無御座相済
候由、右助儀、船頭、水主、上乗共召連五月一八日宇谷村引払申候様、大坂表ニ差遣候役人共え、彼地御
奉行所曲渕甲斐、并廻船掛御代官内藤十右衞門え相達候由申越候。
右之趣、御勘定奉行并御代官えも申達候。
此段御届申上候。以上。

　　　　　　　　　　七月二一日　　　御　名

（『控帳』）　　

　寛政五年泊沖間破船双方口書

　雲州EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さぎ),鷺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うら),浦)元右衞船が、因州鳥取へ航行中、橋津沖で破船した。その時泊村庄屋・年寄宛に出した
　「船頭口上之覚」と泊浦村役人がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(したた),認)めた浦手形調書とその奥書を収録。　
　　　　寛政五年

　　泊沖間破船双方口書之掟

　　　　丑四月　　日

　　　　　　　　　　　船頭口上之覚
一　雲州神門郡鷺浦元右衞門船、弐人乗、当月五日朝、塩鯖・鯵三百九拾弐俵積受、因州鳥取え罷越度奉存候ニ付、出帆仕候所、風相悪舗、同国雲津え入津仕居申候所、翌六日、風相宜舗相成り、同所出船、伯州橋津沖迠●参候所、東風ニ吹戻され無拠同国赤崎浦ヲ心懸ケ●戻り候得は、又南風ニ吹変り候ニ仕付因州加路え着船可仕と●登り、橋津沖迠罷越候得は、風吹止候ニ付見合居申候所、俄ニ、大北風雨頻ニ烈舗、東西相分り不申流居候中、地方も相見え不申候得共、陸近覚候ニ付、所持之碇以上三頭指入EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かか),懸)り候所、次第ニ風浪強罷成り小船之儀ニ御座候得は迚も難凌存候ニ付、何卒一命助り度、両人到相凌候中、大浪ニ打返シ直ニ破船仕、両人夫々ニ相成り、私儀は漸浜辺え絶々ニてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(およぎ),游)上り候所、御当所、御番所より御下番衆御指出シ、御船手御役所林源蔵様御下番衆、問屋中御召連、并ニ村御役人中人夫大勢御召連御出浮被成候て、私儀直ニ御取上ケ、早速船宿伝四郎殿宅え御連行、着類食物等御心付、段々被入御念候御介抱被仰附候所仕合奉存候。
　　水主吉右衞門、海死仕候哉、上り不申ニ付、御役人中様大勢人夫御召連御尋被下候得共、相見え不申、老人之儀故弥海死仕、大沖之引出され候と奉存候。
　　翌七日、船具、船滓少々充流寄候ニ付、御取集被下番人御付、私相番被仰付置、同日御船手御役所、林源蔵様御下番衆問屋中御召連御出張、同所御番所より御下番衆御指出被成、并大庄屋山田所十郎殿、宗旨庄屋牧田八十次殿各様村御役人中御立会之上、私御呼出、沖間破船之始末御吟味被仰附候ニ付、右之段申上候得は、破船之節当浦は不及申、其外、近村ニても不心得致方ハ無之哉、勿論不埓成事共存付候儀は無之哉、左様之事も有之候は委細可申出旨、重々被入御念稠舗御吟味被仰付候得共、決而左様之儀EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(もうとう),毛頭)無御座候。隨分、所之衆中え宜舗願御介抱申上候。
一船往来所持仕候哉と御尋被仰奉畏候、所持仕候得共海中ニて濡居申候ニ付、其儘入御纜申候。猶又、東西灘々え死骸并ニ船具、船滓等流寄候ハ、早速御注進被申上候様、御触被成置。
　右之段、林源蔵様より早速鳥取御城下御船手惣御頭、矢野笹右衞門様え被成御達候得ハ、猶又稠舗被仰附被為入御念候て、何ぞ不自由之品も有之候は、無遠慮申上候様被仰付候旨被仰渡、重畳難有仕合奉存候。
一翌八日昼後より泙ニ相成り懸船拾艘被仰付、私乗組懸ケ廻り候所、塩鯵、鯖乱俵、空俵共四拾壱俵懸ケ上ケ、翌九日、碇三頭、藺綱弐房、藁綱壱房、帆切々御取上ケ被下、夫より以来懸ケ船数日被仰付、私乗組心当り之所御杁させ被下候得共、汐早之場所殊ニ沖間ニて破船仕候儀故、大沖え流失仕候儀と奉存候。段々被入御念、無残所も御穿鑿被遣、此余御願申上候儀少も無御座候。元来、あいもの之儀ニ御座候得は、御取上ケ被遣候ても此節之儀、腐り物ニ相成り用ニ立不申候間、最早懸船御止被下、上り荷物、船具、船滓入札被仰付、一刻もはやく帰国仕度御願申上候得は、其旨林源蔵様より鳥取表え被仰上候所、願之通御聞届被仰付、近辺浦々え入札之儀、御触被成、人大勢御集双方様御立会并ニ私罷出、入札被仰附、高札ニ御落シ被遣候所、左之目録之通ニ御座候。
一塩鯵　塩鯖、四拾壱俵、但、乱俵、空俵共

　　　代　廿壱匆

一藺綱　弐房

　　　代　拾三匆

一藁綱　壱房

　　　代　弐匆弐厘

一碇　三頭

　　　代　七拾壱匆八分

　流物代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あわせて),合)百七匆八分弐厘

　　　内　拾匆七分八厘　御法之拾歩壱

一帆切々

　　　代　弐拾目五分

一櫓　壱挺
　　　代　拾壱匆六分

一艀　壱艘

　　　代　弐拾七匆六分

一柱　壱本

　　　代　八匆五分

一船滓　不残

　　　代　五拾八匆七分

　浮物代合百弐拾六匆九分

　　内六匆三分四厘　御法之弐拾歩壱

　惣売高合　弐百三拾四匆七分弐厘

　　　内

　　歩壱銀合　拾七匆壱分弐厘

　右之通、代銀慥ニ受取、御法之歩壱所え相渡、無出入相済申候。破船以来永之願、御厄介、其上諸事私願之通被成被下候上は、御役人様方始所之衆中え少も申分無御座候間、御浦手形被成被下候様、奉願候。以上。
　　　　　　　　　寛政五年丑四月　　日

雲州神門郡鷺浦　　　　　　　　　　

直船頭　元右衞門（爪印）

伯州河村郡泊り　庄屋　栄次郎殿

　　　　　　　　　　　年寄　忠兵衞殿

浦　　　　　　　手　　　　　　　形

　雲州神門郡鷺浦、元右衞門船水主共弐人乗、当月五日朝、塩鯵、鯖三百九拾弐俵積請、因州鳥取え罷越度出帆被致候所、風相悪舗同国雲津え入津被致、翌六日、風相宜舗罷成、同所出船、伯州橋津沖迠被●参候所、東風吹戻され、無拠、同国赤崎浦ヲ心懸ケ●被参候所、又、南風ニ吹変り候ニ付、同州加路浦え　　　　　

　着船被心懸ケ被●登橋津沖迠被罷越候由之所、風吹止候ニ付、見合被居申候中、俄ニ、大北風雨殊之外強罷成、東西相分り不申被流居申候中、地方とて相見え不申候得共、陸近被覚候ニ付、所持之碇以上三頭被指入懸り被居申候所、次第風浪強罷成迚も難凌被存候ニ付、一命肋り度両人相談被致候中、大浪ニ被打返シ直ニ及破船、両人夫々ニ被相成候所、船頭元右衞門殿漸、浜辺ニ絶々ニて游上り候ニ付、当所御番所より御下番衆御指出、御船手御役所林源蔵様御下番衆問屋中御召連御出張被成、并ニ村役人中追立ニ罷出、船頭元右衞門殿直ニ御取上ケ、早速船宿伝四郎殿宅之連行、着類・食物等御心付介抱仕候様、林源蔵様より被仰渡候ニ付、入念介抱仕候。水主吉右衞門殿、海死被致候哉、其節上り不被申ニ付、御役人中人大勢御召連御穿鑿被成候得共、相見え不申、弥、海死被致候儀と奉存候。尤翌七日、船具、船滓少々充流寄候付、取集候様被仰付、同日御船手御役所林源蔵様御下番衆問屋中御召連御出張、同所御番所より御下番衆御出被成、并大庄屋山田所十郎殿、宗旨庄屋牧田八十次殿右様方、村役人中御立会之上、船頭元右衞門殿御呼出、破船之次第御吟味被仰付候所、破船之条々先達て船頭被申上候通、相違無御座候。次ニ、村中御呼出此度、雲州鷺浦船、当浦沖間ニて破船致候付、於当灘ニ何ぞ流寄候物少シても盗取候者共は無之哉、又ハ、近村之者たりとても夜中ニ入出、不審ケ間舗儀共は無之哉、隠置候て、後日相願候得は本人は不及申上、村中急度被仰付候付、有躰申上候様稠敷御吟味被仰付候得共、当所は御番所元ニて、荒懸りより御役人中様村中御引連御出張ニて、少々流寄候船具、船滓御取集され稠舗番人御付ケ被仰付候付、紛舗義毛頭無御座候。猶又、鳥取御城下御船手惣御頭矢野笹右衞門様も御達被成候所、万端被入御念候様被仰付、何ぞ不自由之品有之候は、無遠慮被申上候様被仰付候旨、被仰渡候。翌八日昼後より泙勝様ニ相成り候付、懸船拾艘被仰付、鯖・鯵、乱俵、空俵共ニ四拾壱俵懸ケ上ケ、翌九日、藺綱弐房、藁綱壱房帆切々取上ケ、夫より以来数日懸船被仰付、海中御杁させ被成候得共、少之物も上り不申候。汐早之場所殊ニ沖間ニて破船仕候儀故、大沖え流失仕候儀と奉存候。段々被入御念無残所も御穿鑿被成候付、此余御願被申上候儀少も無御座、他荷物之儀は仮イ少々上り候ても、あいもの水にひたり候ては此節之儀用ニ立不申由ニて、懸船御止被仰付、上り物、船具、船滓入札被仰付、一刻も急々帰国被致度段、被相願候付、其段、林源蔵様より鳥取表え被仰上候所、御聞届相済、近辺浦々え入札之儀被成御触、人大勢御集、双方様御立会、并船頭元右衞門殿御出入札被仰付、高札ニ御落シ被成候所、左之通ニ御座候。
一　船具、船滓、荷物惣売代合弐百三拾匆七分弐厘
　　内

　　歩壱銀合拾七匆壱分弐厘

　　残り弐百拾七匆六分

　右之通、御法之歩壱銀所之受取、残銀慥ニ相渡無出入相済申候。尤、国許出船より津々浦々着船之儀は、不奉存候得共、当沖間ニて破船以来之儀は、船頭申上口上此之通相違無御座候、仍而浦手形調申候。御奥書被成可被下候。以上
　　　　　　　　　　丑四月　　日

泊刕河村郡泊村五人組頭　
吉右衞門　印　

勘　　六　印　

善右衞門　印　

清右衞門　印　

文　　六　印　

年寄　忠兵衞　印　

庄屋　栄次郎　印　

　　　　山田所十郎殿

　　　　牧田八十次殿

右之通船頭、并ニ村方庄屋年寄五人組頭口上之趣、相違無御座候。以上。
　　　　　　　　　丑四月　　日

河村郡　　　　　　　　　　
牧田八十次　印　
山田所十郎　印　
　　　　　林　源蔵　様

前書之通遂吟味候処、何れも同意申ニ付、浦手形申付候。以上。

　　　　　　　　　丑四月日
松平相模守内　　　　　　　　　

林　源蔵　印　　　　

（花押）　

（『泊尾嶋家蔵』）　　

　明治三年赤崎浦の難船石脇村へ着船一件につき、両船乗組員並に石脇役人取調口書

　赤崎浦の漁船兵次船がしけのため遭難、泊浦の漁師がこれを救助したが、一人が海死したことにつ
　　いて、村役人が両船の乗組員を吟味（取調べ）し、大庄屋に海死者について不審の点はないことを
　　報告したときの控。　
河村郡泊浦漁師藤九郎船乗組親子四人

八橋郡赤崎浦兵次郎船乗組揚陸之者三人

并村役人御吟味口書

村控　　　
赤崎浦兵次郎船、乗組之内壱人海死、残三人於沖合、泊浦藤九郎船え乗組、石脇村え着船仕候一条ニ付御呼出し御吟味被仰付奉畏乍恐委細ニ付申上候。

一藤九郎忰菊次郎、二男本八、三男友次郎共四人乗組。去ル十七日晩方、鯛漁出船、翌十八日朝迠ニ、配
　縄六ツ配込候処、南大風ニ相成候ニ付、気ヲ促、不残揚ケ仕舞昼四ツ時頃、八橋郡由良浦より五、六里沖　　　　　合ニて帆ヲ不包帰船致懸候処、廿四五丁程沖合え船見エ候得共、帆も無之ニ付、若しや難儀致し候共ニは無之哉、見糺申度と存し候得共、出風之儀ニ付沖え被出候て八帰船之儀無覚束ニ付如何と談合致候内、ふと人影も相見候ニ付、難捨置、帆ヲ下シ艫ニて右船之方え参り懸候処、艫四挺、楫壱羽、流れ候ニ付、弥
　々難船と相考、右之品々入用ニ可有之と取揚近寄見請候処、船二、三人乗、招居申ニ付、何方之者哉と相尋候処、赤崎漁師兵次郎乗組之者之由、外ニ、壱人船覆候節●返え居申ニ付、船下夕ニ相成居可申哉見エ不申ニ付、先刻より船起し度と色々相働候得共起キ不申趣申出候ニ付、●々、手伝船起し遣し候得共、何も相見エ不申ニ付、船底迠段々相尋候得共、一向行衞相知不申ニ付、無拠、元船捨置、三人之者肋乗セ赤崎え入船致遣べくに段々西之方え●参り候得共、追々沖ニ吹流され候処、同日八ツ半頃、西大風吹替候ニ付、赤崎え入船難相成、泊浦心差し●帰候処、大風高浪ニて灘込不申、青谷沖迠吹流され候処、風沖ニ廻り候ニ付、泊浦え帰船仕度と精々相働、漸々当灘え入船仕候処、灘より五、六人被出呉、泊り親類之者も参り呉、●々、世話致し呉候ニ付、無難入船仕船居え等迠致貰甚仕合奉存候。
　兵次郎船ニて忰安次郎、利平、政蔵、浅蔵共四人乗組

一去ル十七日晩方、鯛漁罷出、翌日十八日朝迠ニ、配縄五ツ配仕舞候処、南大風吹出し候ニ付気ヲ促、縄三ツ半程取揚候処、相乗浅蔵儀、見え不申ニ付、乍驚、其辺見廻し候得共行衞相知不申、右浅蔵儀、●を返え居申処、船覆候ニ付、船下夕え居可申と相考、船起し置候得共起不申、気ヲ促居申候処、廿四、五丁斗も灘え方え船相見候ニ付、招候処、右船参り呉候ニ付、右之次第相話し船起呉候様相賴候処、●々手伝被呉起し見候得共、浅蔵儀、居不申ニ付大ニ力を落し、船底迠ニ也と相尋候得共、一向行衞相知不申其内惣身冷疲れ候ニ付、泊船之肋ケ乗られ水船は其儘乗捨仕、赤崎ニ入船致被呉候由ニて西之方え●参り候処、西風ニ吹替り候ニ付、其儀難相成、泊浦心差し●候処、大風ニて心ニ不儘、青谷沖迠も参り候所、風沖之方え廻り候ニ付漸々当灘え入船仕候処、数人被出呉御世話被下揚陸助合仕甚仕合奉存候。右之段、所々御役場え御注進御座候由ニて、御役人様方御揃出張場え、私共御呼出し出陸己来当灘入船之始末、具ニ申上候様被遊御吟味奉畏、前条之通申上候処、蒙御察度候得共神妙之至ニ候其節、海死致し候浅吉儀ニ付、何そ不審之儀見聞致し候儀は無之哉、不包申上候様被遊御吟味奉畏候得共、右船之近寄喜メ懸合候哉、各々直ニ右浅蔵儀申出船下夕ニ居可申ニ付、船起し呉候様被相賴候ニ付、皆々手伝船起し遣し候処、浅蔵居不申ニ付、皆々力を落し友々海ニも入相尋度と奉存候得共、浪風強く帰船無覚束乍残念、帰船仕無御座奉存候段申上候得は、赤崎漁師共、大浪ニて船覆其節、浅吉儀、行衞相知不申様程能く申成し候得共、兼々乗組之者不和合働方區々ニて、船覆り浅吉儀、海死致候様成り行候共ニは無之哉、又は、兼て意趣相会居申、荒時化を幸ひ不法致し候共ニは無之哉と重々被入御念御吟味被遊候得共、兼て船中睦敷仕、意根等差会不法相働候様之儀決て無御座食イ大風て船覆候節、急所ヲ打即死致沖え流れ出候ものと推察仕、不便千万愁傷仕候段申上候得は、浅蔵、宗旨年令之儀御尋被遊、禪宗同村海道寺旦那、年令十七歳ニ御座候、且又、艫四挺、揖壱羽、何卒当人之御渡被遣、諸事相済候ハ、何れも急々帰村被仰付被為下候様宜敷奉願上候。以上。
　　　　　　　　　明治三年午五月

八橋郡赤崎村　相乗　　政蔵　　　（爪印）　　

同　　　利平へ　　　（〃）　　

船頭　　安次郎へ　　（〃）　　

河村郡泊村　相乗三男　友次郎へ　（爪印）　　

同　二男　本八へ　　（爪印）　　

同　忰　　菊三郎へ　　（〃）　　

船頭　　　藤九郎　　　印　　　

　　河村郡石脇村

　　　　庄屋　治三郎殿

　　　　組頭　辰三郎殿

　右之通、申出候段相違無御座候。右十八日晩方、当所之者五、六人浜え被出居申、泊浦よりも親類之者共罷越し居申候処、入船致兼候ニ付、●々、世話致無別条揚陸致さセ船居え等致遣し其段、所々御役場え御達申上候処、御出張御立会ニて私共御呼出し被遊御吟味委細口書ニ被申上候通、諸事願之通被仰付被為下候様宜敷奉願上候。以上。
　　　　　　　　　午五月

河村郡石脇村　　　　　　

組頭　辰三郎　印　　

庄屋　治三郎　印　　

尾崎文五郎　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石脇田中家蔵）

　寛延二年泊沖木流れ一件につき覚書
寛延二年
　　　　　　　覚

一松木壱本　長三間半　幅七本　厚四寸
　　　　但、古橋之木二相見え申上候。

一松丸木壱本　長四間　壱尺八寸廻り

　　　　但、右同断。

一同壱本　長三間　壱尺廻り

　　　　但、右同断。

一票木柱壱本　長壱間半　四寸角

　　　　但、右同断。くされ木性も無御座候。

一松木折壱本　長壱間半　幅八寸　厚三寸

　　　　但、右同断。大くされ。

一橋杭木壱本　長壱間半　壱尺廻り

一松木壱本　　長三間半　幅壱尺弐寸

　　　　但、壱方丸味付、古橋と相見え申上候。

　　　　　　　　　　　　大くされ有。

一同壱本　長四間　幅壱尺
　　　　但、右同断。

一松丸木壱本　長三間　壱尺七寸廻り。

　　　　但、橋木二相見え申上候。

一同壱本　長六間　本口弐尺八寸廻り。

　　　　但、右同断。

一松角木壱本　長四間　本口幅七寸　同厚五寸

　　　　但、右同断。

一同壱本　長三間　本口幅七寸　同厚五寸
　　　　但、右同断。
右之品々材木、巳六月廿七日河村郡泊村猟師共沖よりひろひ帰候由、大庄屋治左衛門より相違候ニ付、御月番上総殿え御達申上候。御郡代指図ニて、右様之木流候者も有之候ハヽ、木主并何様之木流候と申儀書付指出候様ニ気多・高草・邑美・岩井・河村・久米・八橋・汗入・会見え相触候。

　　　巳七月二日

　右之趣相触候得共、流候者も無之段聞届ニ付、其段申遣候処、此度御舟手より泊り村御番所へ入札申付候様ニ申来候旨、山田治左衛門より申越候。併御舟手御法も可有之ニ付、任其意候様ニと返答申遣ス。
　　　巳十月廿二日

一巳七月朔日河村郡泊村灘え、長廿弐間、幅壱間、厚サ弐寸之古船板寄候ニ付、取上ケ庄屋え預ケ置由、致注進候ニ付御月番上総殿へ御達シ申上候。

　　　巳七月六日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

　享和三年　流船EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぬれ),濡)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まい),米)一件につき処分申渡書
一左之者共儀、先頃近浦之者流船致し候所、濡米取帰り或は隠置候ニ付左之通被仰付其段在方江申渡ス。

　　　　　　　　　　享和三年十月十九日

　　　閉門　　河村郡宇谷村　所左衞門

　　　止込　　　　　園　村　庄屋　兵吉

　　　止込　　同　郡泊り村　庄屋与兵衞

　　　止込　　河村郡泊り村　問屋共

　　　御呵　　河村郡泊り村　猟師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（控帳）

　弘化五年泊村甚右衞門船乗組員EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ざんはん),残判)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あらため),改)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わがまま),我儘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だいはん),代判)の儀御裁許につき書留
　泊村甚右衞門船の乗組員三人が九州方面へ罷出たまま帰郷せず、当春血判残判改の節、親類共が我

　　儘代判したということで、御裁許がある旨。　


　弘化五年十月七日
一久米郡宗旨庄屋高見幸左衞門構内、松神村林右衞門忰増右衞門、并河村郡宗旨庄屋松嶋市郎右衞門構内、橋津村重四郎・只肋右三人之者共、去年六月同郡泊村甚右衞門所持之船え乗組、九州方え致出帆其後罷帰り不申候故、当春残判改之節は親類共我儘代判致し遣し候一条、今日宗旨庄屋始夫々御裁許被仰付、委細御裁許帳之有之ニ付略ス。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

　年不明　椿岩助あてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんべ),神戸)大助書状
（河村郡村々庄屋、作高帳に作人名前が落筆があり、帳の認め方不十分の故、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きっと),急度)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おしかり),御呵)」を指令し　　
　た文書）

　一筆申入候。然は別紙名前之者共、別紙三通之通、御裁許被仰付候間、左様相心得其段申渡し、過料　　　　　

　銭は早々取立可被差出候。右為可申入如此ニ候。恐惶謹言

　　　　　　　　　　六月十九日

神戸大助　　

椿　岩助　殿　　　　　　　　　　　　
河村郡小浜筒地石脇三ヶ村庄屋　　　
当時石脇村庄屋　　　　治三郎　　　

同郡方地漆原両村庄屋　　　　　　　

当時原村庄屋　　　　治　助　　　　

同郡藤津村庄屋　　　吉兵衞　　　　

同郡光吉赤池両村先ノ庄屋　　　　　

下浅津村佐　助　　　

同郡　小浜村組頭　　　清　助　　　

同郡　筒地村組頭石脇村斧三郎　　　

同郡石脇村組頭　　　　久兵衞　　　

卯八郎　　　

喜三十郎　　

同郡方地村組頭　　　　庄二郎　　　

清五郎　　　
同郡漆原村組頭　　　　太　平　　　
敏志三郎　　

同郡藤津村組頭　　　　半兵衞　　　

善次郎　　　

同郡光吉村組頭　　　　平　六　　　

　　幸三郎　　　

同郡赤池村組頭　　　　儀兵衞　　　

其方共、村々作高帳之儀は幾重も入念厳調差出し可申之処、無其儀、筒地石脇方地漆原藤津光吉六ヶ村、作高帳に作人名前落筆并に作人違、畝数違い等有之外村高えも種々不束之認メ方致差出し居申故、去秋検見相願候節不引合之儀有之懸御役介に候段全く役目軽率ニ取扱候故之儀不届ニ付、治三郎、治助、吉兵衞、儀は役儀御取上ケ追込、佐助、斧三郎、久兵衞、卯八郎、喜三十郎、庄次郎、清五郎、太平、敏志三郎、半兵衞、善次郎、平六、幸三郎儀は追込ミ、清助、儀兵衞儀は慎被成御先巳来相心得候様急度御呵被仰付。
右写しの通、御裁許被仰付候間、左様御承知御裁許夫々御申渡し可被成候。以上。

　　　　　　　　　六月廿一日

椿　岩助　

　　　　尾崎恵助　様

（尾崎恵助控）　
（『谷田収集文書』）　
　享保六年宇谷村EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さんろん),山論)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わさい),和済)書　

（宇谷村の惣兵衞と市右衞門が山林の境界について、次のように決めたとある。松井右衞門は在御吟
　味役。）

一此度河村郡宇谷村惣兵衞・市右衞門山林境論仕候付、山遂見分候処、惣兵衞先年より之境と申印并市右衞門より境ニてハ無之と申筋、両方共二一円不慥ニ付、左之通相極メ遣ス。
　　右惣兵衞林古林より上之方新林と之境横筋、右市右衞門林境より同村六郎兵衞林境迄、間数三拾三間、　　

　　右新古之林横筋より上、同村庄屋平蔵林境峠之道迄四拾弐間、右峠にて之横市右衞門林境迠、右六郎兵　

　　衞林境之間弐間、右上下之横間数弐ツ割ニシテ
　　　　堅四拾弐間下横拾六間半上之横壱間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　惣兵衞分
　　　　堅四拾弐間下横拾六間半上之横壱間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市右衞門分

右之通、此度両人え相極メ遣候間、此巳後紛敷無之様ニ境立置可申候。重て不可及論争者也。
　　　　　　　　

　　　　　　　　享保六丑四月五日

松井番右衞門　　　　　

宇谷村庄屋　

（『鳥取県史』諸事控）　
　
　文久二年泊り村御法度EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まんざい),万歳)芸EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(けいこ),稽古)一件につき御取調口書及び同年原村万歳芸一件村役人口書
　文久二年泊村の若者が万歳芸の稽古をし、その態度が御法に触れるとして取調べを受けた。資料は
　　残欠があると見え、奥書なども完全に揃っていない。しかし、当時の農村芸能や娯楽の実態を伺い
　　知ることができる、他に稽古宿をした清八の口書もある。原村の場合も同様である。


　　　　

河村郡泊村万歳芸者御取調口書
河村郡泊り村

吉太夫忰　直　助　当戌三十二才

大助忰　　善十郎　同　三十才

太左衞門　忰市助　同　廿三才

儀助忰　　栄左衞門同　二十才

　　　　　柳兵衞　同　三十一才

　　　　　繁三郎　同　二十二才

新蔵忰　　力　蔵　同　十八才　

忠兵衞忰　政之助　同　十七才

清左衞門　忰周助　同　二十才
　　　　　芳三郎　同　廿壱才

　　　　　　　右申口

一私共万歳芸致候趣達御聞、此度御呼出し、始末具申上候様御取調被仰付、委細左ニ申上候。

　此段私共弐村清八と申者方、兼て咄宿ニ付、当六月中旬同人手前え夜咄ニ参候所、見覚無御座男女四人逗留仕居候ニ付、何方之人哉と相尋候所、大阪道頓堀出生之米三郎と申者、若き時分万歳踊芸好キ、諸国千ヶ寺修業を兼、若き御方ニ踊之手付等致し相廻候由申ニ付不図私共酒も合致踊壱ツ所望仕、早速踊見セ候所、殊之外面白く、下地より心懸居候ニ付、酔紛れ即座ニ申合セ、賃銀は賄丈ケニて手付致呉候様相頼候処、随分為習候様申ニ付、其翌夕より清八裏納屋ニて稽古両三日致候内、村役人衆より肝煎を以、他国もの逗留為致候儀は堅ク不相成御法ニ候間、為立去候様申参り候得共、未夕稽古も二三夕位ニ付、宿清八とも談合隠シ置、又一夕稽古仕候所、組頭藤兵衞直ニ参り、昨日も差留候通、他国者宿之儀は決て相成不申旨申聞候ニ付、宿清八も再度之儀ニ付、右之次第ニ候間、最早一時も滞留為致不申旨申談し、早速同人方は四人共為立去候得共、何れも心残ニ付、折々忍参呉候様相賴候所、承知致呉、西風東風修業仕候内、米三郎丈ケ折々忍参呉候ニ付、氏神拝殿亦は浜小屋ニて相習ひ候所、親共より稠敷差留、又村役人衆より被差留候ニ付、弥々千ケ寺米三郎は立去らせ候得共、人不知私共計り稽古致候所又々九月二日夕銘々共庄屋所え御呼出し、当六月巳来申談候通、万歳芸等之儀は前々堅ク不相成御法、殊ニ当村之儀は近来之年柄故難渋筋も相重り居候ニ付、右等之儀は不相成趣急度御談被成候ニ付、奉畏居候所、当夏以来麻疹病流行仕、村方より段々祈禱致し貰ひ、氏神之御利生御座候哉、大流行之病も相終り、無程九月十一日祭日ニ相成御幸之神輿舁番ニて、翌十二日は祭礼之御道具取片付、村方も大流行病願開格別、神楽小屋ニて御神酒頂載仕候内、銘々共は好物之事故、不斗給過シ、興ニ乗し無何心浜小屋ニて万歳俄芸相催し浄瑠璃は直助、三味線力蔵ニて、一ノ谷二段目仕居候所、村役人衆より鉢屋差向御差留被成候ニ付、相止メ申候得共、何れも酒給過し居、酒興ニ余り、夜ニ入候より長清寺え参り、本堂貸シ被下候様相賴候処、折節和尚様は石脇村え法要ニて御留守、用立候事は不相成様、留守居小僧衆相断候得共、前後之弁もなく本堂え止り一ノ谷三段目、盛衰記三段目、千本桜道行仕候所和尚様石脇村より法要相済御帰り被成、苦々敷御呵ニ付、早速相止メ候旨申上候処。其方共酒興之余りと申立候得共、最初村役人親共より度々差留候得は、相止メ可申筈之所、手付米三郎を折々為忍、稽古致候は、親共同心之上多分之賃銀遣し、相習、追々は所々え罷出万歳芸致候様之企ニは無之哉殊ニ他所ニても致し候趣相聞居候間、何も有様申上候様御取調御座候。

　此段御察度之趣奉恐入候得共、親共同心之上賃銭等多分遣し相習候ニは無御座、親共より度々差留メ候儀ニ付、同腹等之儀毛頭無御座候得共、当九月廿四日朝、善十郎下浅津村之肴商ニ参候所、香宝寺様祝事之趣承り、御同寺へ参候所、長瀬村安左衞門と申者参り合、兼て知り人ニ付、同人世話ニ相成、肴買貰ひ、酒之馳走ニも預り候ニ付、私共連中少々踊見習ひ居候ニ付、為御礼之踊壱ツ仕度、見物被下間敷哉と同人え申候所、左様之心持も有之候得は、晩方より御住持は寺役ニ付御留守ニ相成候間、出直し参候様申ニ付、早速罷帰り連中え申聞何れも同道、晩方参り候所、御住持は長江村法要之御留守、幸ひえ折柄と、小僧衆右安左衞門と談合、囃方三味線矢張両人ニて、夫より一ノ谷二段目同三段目盛衰記三段目仕居候所、追々見物人も多人数ニ相成、私共も如何と心配仕内、御住持長江村法要相済御帰被成、仮令祝事とは乍申、私留守中え右等之儀苦々敷と御差留被成候ニ付、相止メ候旨申上候所、全申儘ニは有之間敷、右安左衞門より雇ニ参り候上罷出候ニは無之哉、并ニ有徳之者より過分之銀札貰ひ候趣達御聞候程之義ニ付、何も不包白地ニ申上候様御取調御座候。

　此段奉恐入候得共、安左衞門より雇ニ参候様之儀は、少シも無御座、前条申上候通、善十郎肴商ニ参り、夫より思ひ立、私共より参り候ニ相違無御座候。且又有徳え衆より過分之銀札貰候趣達御聞候様被仰聞候得共右安左衞門を以客衆より祝儀と御座候て、聊計り封ニ致、被遣候ては之事ニ御座候旨、申上候処。何も程能申立候得共、申通ニ有之間敷、右等段事仕組候上ハ其外仲間之人別も可有之、并ニ衣裳・鬘・道具様之ものも可有之、一々有躰申上候様、此場品能取隠シ置、後日相顕れ候得ハ、其方共身為不宜と重々被為入御念、再応御取調御座候。

　此段奉恐入候得共、此余仲間之人別は、壱人も無御座候。并ニ俄芸之事ニ付、為指諸道具ハ無之候得共、是は御山奉行上野為蔵様稠敷御談シニ付、別紙之通御取上ケニ相成申候。此余如何様御取調被仰付候ても、可申上候毛頭無御座奉恐入候旨申上候所。其方共、此度之始末如何相考候哉、一昨申年違作より難渋人共は引続御慈悲頂戴仕、漸取凌居候程之御時節柄を不顧、若気之至、且は酔紛れとは乍申、御法度相背、村役人より差留候をも不相用、他国者留置稽古致剰他村迄罷出万歳芸等致候段不埒之至と被遊御呵。

　於此段は何共申上訳無御座、奉恐入候旨申上候所、御手当被仰付、恐入奉畏、夫々相慎居申上候。誠ニ御時節柄奉懸御役介奉恐入候。此上は格別之御慈悲を以、兎角宜敷御下知之程、偏ニ奉願上候。以上。

　　　　　　　　　文久弐年戌十一月

　　　　右　
芳三郎　　印　　
周　助　　印　　

政之助　　印　　

力　蔵　　印　　

繁三郎　　印　　

柳兵衞　　印　　

栄左衞門　印　　

市　助　　印　　

　　　　　　　　　文久弐年戌十一月

　　　　右

林兵衞　　印　　

栄次郎　　印　　
利　助　　印　　

増右衞門　印　　

元三郎　　印　　

藤　助　　印　　

藤兵衞　　印　　

善　助　印　　

朝次郎　印　　

栄次郎仮小頭　　　　　　　　

力蔵仮小頭　千太郎　印　　

政之助仮小頭　角兵衞　印　　

柳兵衞組頭　元三郎　印　　

繁三郎　力蔵　善十郎　直助　市助　周助　組頭　藤　助　印　　

政之助組頭　藤兵衞　印　　

栄次郎　芳三郎　組頭　善　助　印　　

庄屋　朝次郎　印　　

河村郡原村万歳芸一件村役人口書

河村郡原村　　　　　　　

庄屋　次　助　　　　

組頭　忠　八　　　　

小頭　七郎右衞門　　

同　　松右衞門　　　

同　　源右衞門　　　

同　　源次郎　　　　

同　　徳四郎　　　　

右申口

一当七月、式村之者共万歳芸致し候趣達御聞、私共村役人之儀ニ付、此度候郡役所え御呼出始末具申上候様御取調御座候。

　此段、七月十四日之夕例祭若者共は、氏神神社地ニて盆踊仕并ニ同月廿三日夕地蔵会ニ付、是亦例祭近間之若者共参集踊来候得は、村中より少し場所も隔り右万歳落し俄等仕候と八一向不奉存宿、藤九郎儀は、小頭役も相勤組内之締合も宜敷、右万歳落し俄等之手付仕候こととは無御座奉存居候ニ付何心も呼出右藤九郎始芸者申上始て承り大ニ当惑仕其方共申儘ニは有之間敷宿藤九郎

　右幾程申立候事ニは無之哉、并ニ村内より少し場所隔り居候は、踊場之儀ニ候得共風聞も参り可申筈宜ハ、内之稽古致候之趣御締合も有ニ付、兼て心を掛候得は相知口其方共も同心ニて右落し俄芸等為致候ニ付無之哉、何茂有様申上候様稠敷御取調御座候。
　此段、御察度恐入候得は、藤九郎始五人之者共、等は事に不仕少し踊り場村方より隔り候ニ付何口存不申私共は、村役人之儀ニ付何も申聞候者も無御座一向存不申ニ付、差留等も不致候得共兼て御法度万歳芸殊ニ御締合も稠敷被仰出有之ニ付、同段等之儀は更ニ無御座候旨申上候処何も程能申上候得は御聞込相成候程之儀、其方共存不申筈無之殊ニ、宿手付藤九郎儀は、小頭役をも相勤居筈ニ付末夕御不審之儀も有之候間、仮令、風聞たり共不被包有様申上候様再応御取調御座候
　此段奉恐入候得共、御察度通之儀は毛頭無御座候。宿手付藤九郎儀小頭役も相勤候ニ付、蒙御不審候ても申開難相立候得共、同人もは、老母小児共五人家内ニて、田畑八反位も御開作仕、兼々河原者真似之悪遊も不仕御締合相守居候ニ付、此度之始末何共合点行不申候得共、藤九郎始五人之者共より申上候通、当年植付後引続順気宜敷ニ付、南風当来心より藤九郎手付仕、落し俄盆地蔵会両度仕候ものの外何も心当りは素り風聞ニても参り不申、此余如何様御取調被仰付候ても可申上儀毛頭無御座奉恐入候旨申上候処其方共此度之始末如何相考候哉、一昨申年遠作より引続難渋人共は、種々御慈悲頂載仕、漸取凌候程之御時節をも不顧殊ニ、御改正以来前で御締合稠敷被仰出有之前々より之御法度河原者真似之万歳落し俄等致し候を心不付御聞ニ達し候迠其儘ニ致し置候段、村方不締合役用不行届不埒之至と被遊御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しかり),呵)。
　於此段は、申上訳無御座奉恐入候旨申上候処、私共始不埒之者共え御手当被仰付夫々奉畏恐入相慎居申上候且人別より申上候踊道具御取上ケ庄屋頂ケ被仰付夫々相預り申上候。誠ニ御時節柄奉存御役介候段奉恐入候、此上共格別之御慈悲ヲ以兎角宜敷御下知之程奉願上候。以上。
　　　　　　　　　文久弐年戌十一月廿四日

右　　　　　　　　　　　　　

徳四郎　　

源次郎　　

源右衞門　　

松右衞門　　

七郎右衞門　　

忠八　　

治助　　

（『谷田収集文書』）　　

　明治六年石脇・筒地両村山論につき約定証書　

（筒地村にある両村の草刈場（入会地）をめぐって山論（入会をめぐる口論）があり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わだん),和談)（和解）と
　　なったときの約定書）

　　　　　　　　　約定証書之事
一筒地村傍示字EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょうぶ),菖蒲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だに),谷)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おおやま),大山)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つ),津)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(のみ),呑)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だに),谷)西ひら、右三ヶ所は、従前之通、両村入会相稼候事。
一筒地村傍示字津呑谷東ひら一円苅草致し候ニ付ては、毎年九月十二日限、右山手料として玄米四斗宛石脇村より持参可致、万一米不自由之節は時之相場を以代金差立可申事。

一田畑畦岸はもとより田之畦五間通りハ堅く苅草致し間敷并試開田畑之内、苅草は素より牛馬牽入申ましく事
一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はぜ),櫨)林はしめ総て植木場え牛馬牽入且繫申間敷事。

一字津呑谷東ひらたけハ、石脇村よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たきぎ),薪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こり),樵)ニ参り申間敷事

　附てハ今般山論之義ニ付、小児に至まて勝負かましくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぞうごん),雑言)申間敷様両村共平ニ相慎可申事。

　右之通、対談議定相整、此余双方平ニ行違之事情は悉く用捨致合巳来一同無申分御吟味前和談下済相整、偏ニ御奥書之御威光と一同難有仕合奉存候。巳後右一件に付重て御訴訟ケ間敷御厄介可奉懸節毛頭無御座平ニ堅相守可申候。依而取替議定如件。

　　　　　　　　　明治六年癸酉十一月七日

河村郡石脇村中　　　　　　　　　　　　

惣　　　　代　前田辰三郎　判　　
用　　　　掛　田中治三郎　判　　
代書人　松浦　晩翠　判　　
用掛代人御宿　勝原善次郎　判　　

　　同郡筒地村中

　　　　用掛　津村万四郎　殿

　　　　惣代　中山吉三郎　殿

表書済口之趣聞届候事

　　　　　　　　　明治六年十一月七日

鳥取県参事　三谷周亮　判　　

（『筒地区長保存文書』)　　
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